
情報 8●2022.08　●NO.1295

▲静岡県いちご生産者研究大会

▲メイントピックス「肥料を巡る情勢と安定供給に向けた取組について」
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図１．世界の肥料消費量（上位５か国と日本）
出典：肥料をめぐる情勢（農林水産省）

昇
し
て
お
り
、
中
に
は
原
料
調
達
が
困
難

な
品
目
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

①
国
外
の
情
勢

中
国
で
は
、
中
国
国
内
向
け
の
肥
料
価

格
安
定
化
と
供
給
量
確
保
の
た
め
、
昨
年

10
月
よ
り
輸
出
用
肥
料
に
必
要
な
法
定
検

査
を
厳
格
化
し
た
結
果
、
輸
出
量
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
中
国
産
原
料
の

確
保
が
極
め
て
困
難
と
な
り
国
際
的
な
相

場
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

り
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
も
昨

年
よ
り
欧
米
か
ら
の
経
済
制
裁
の
影
響
を

受
け
原
料
の
入
手
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
世
界
の
肥
料
消
費
量
（
図
１
）

を
み
る
と
上
位
５
か
国
で
６
割
以
上
を
占

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
の
動
向
が
肥
料

ら
の
副
産
物
を
原
料
と
す
る
有
機
質
肥
料

の
大
き
く
分
け
て
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

１
．
化
学
肥
料

我
が
国
で
は
、
化
学
肥
料
の
原
料
の
ほ

ぼ
全
量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
窒
素

の
原
料
と
な
る
尿
素
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
中

国
、
リ
ン
酸
の
原
料
と
な
る
リ
ン
安
は
中

国
、
加
里
の
原
料
と
な
る
塩
化
加
里
は
カ

ナ
ダ
や
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
が
主
な
輸

入
相
手
国
で
す
。
こ
れ
ら
の
肥
料
原
料
価

格
は
１
年
前
に
比
べ
、
２
～
3.5
倍
に
上

価
格
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か

ら
の
経
済
活
動
再
開
に
よ
る
需
要
増
加
に

加
え
ロ
シ
ア
か
ら
の
原
油
や
天
然
ガ
ス
な

ど
の
化
石
燃
料
の
供
給
が
滞
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
世
界
的
に
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、

Ⅰ
は
じ
め
に

本
会
は
「
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
３
か
年
計

画
」
の
基
本
目
標
と
し
て
「
経
営
環
境
に

対
応
し
た
事
業
・
経
営
の
転
換
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
肥
料
を
め

ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
た
め
、
肥

料
価
格
は
高
騰
し
、
安
定
供
給
が
脅
か
さ

れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
営
農
活

動
の
継
続
に
不
可
欠
な
肥
料
の
安
定
供
給

の
維
持
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
肥
料
を

め
ぐ
る
情
勢
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ
肥
料
情
勢

植
物
の
生
育
に
必
要
な
成
分
で
あ
る
、

「
窒
素
（
Ｎ
）」「
リ
ン
酸
（
Ｐ
）」「
加
里

（
Ｋ
）」
を
補
う
た
め
の
肥
料
に
は
、
鉱
物

資
源
（
リ
ン
鉱
石
、
加
里
鉱
石
な
ど
）
や

化
石
燃
料
（
原
油
、
天
然
ガ
ス
）
を
原
料

と
す
る
化
学
肥
料
と
食
品
加
工
な
ど
か

▲硫安の荷下ろし作業

▲大井川肥料工場に原料を運び入れる船

▲魚粕の原料（左）と魚粕製品（右）

肥
料
を
巡
る
情
勢
と

安
定
供
給
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

Keizairen ┃ 0102 ┃ Keizairen



エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
値
で
推
移
し
、
肥

料
の
原
料
に
限
ら
ず
輸
送
コ
ス
ト
に
も
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

③
為
替
の
影
響

今
年
３
月
以
降
、
日
米
の
金
利
格
差
を

主
因
と
す
る
円
安
が
急
速
に
進
み
、
輸
入

品
が
さ
ら
に
値
上
が
っ
て
い
ま
す
。

④
食
料
需
要
の
増
加

世
界
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
穀
物
や
畜

産
物
（
飼
料
需
要
）
な
ど
の
食
料
需
要
や
、

バ
イ
オ
燃
料
向
け
農
産
物
の
需
要
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肥
料
消
費
量
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

２
．
有
機
質
肥
料

有
機
質
肥
料
は
、
菜
種
や
大
豆
な
ど
の

油
糧
種
子
を
搾
油
し
た
残
渣
で
あ
る
植
物

油
粕
や
食
品
加
工
業
で
の
魚
の
残
渣
で
あ

る
魚
粕
な
ど
食
品
加
工
の
副
産
物
を
肥
料

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は

飼
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
た
め
飼
料
需
要

に
価
格
動
向
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。

そ
の
た
め
、
有
機
質
肥
料
は
国
際
的
な
飼

料
の
需
給
動
向
や
穀
物
市
況
の
影
響
を
受

け
価
格
が
変
動
し
ま
す
。
ま
た
、
原
料
を

輸
入
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
化
学

肥
料
同
様
に
為
替
や
原
油
価
格
高
騰
の
影

響
を
受
け
ま
す
。

①
国
外
の
情
勢

穀
物
・
油
糧
種
子
は
、
中
国
で
の
豚
熱

流
行
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
た
飼
料
需
要

が
２
０
２
０
年
秋
以
降
回
復
し
た
こ
と
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
経
済
活
動
再
開
に
よ

り
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２

年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
南
米
で
の
減
産
見

込
み
に
加
え
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
供
給
不
安
か
ら
国
際
市
況
は
さ
ら

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

②
国
内
の
情
勢

植
物
油
粕
、
魚
粕
と
も
に
飼
料
向
け
の

需
要
が
多
く
、
国
内
の
飼
料
需
要
動
向
に

よ
り
価
格
が
変
動
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

飼
料
需
要
が
低
下
し
て
い
た
た
め
国
内
の

価
格
変
動
は
小
さ
く
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
徐
々
に
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
に
加

え
海
外
相
場
の
高
止
ま
り
に
よ
る
輸
入
量

の
減
少
と
価
格
高
騰
に
よ
り
国
内
の
価
格

も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

main topics

Ⅲ
本
会
の
取
組

肥
料
の
安
定
供
給
の
維
持
に
向
け
た
本

会
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．
肥
料
原
料
確
保
へ
の
取
り
組
み

肥
料
の
安
定
供
給
を
維
持
す
る
た
め
、

本
会
の
倉
庫
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し

た
肥
料
原
料
の
仕
入
れ
と
備
蓄
を
し
て

い
ま
す
。
発
生
数
量
の
少
な
い
原
料
も
、

必
要
時
期
に
使
用
で
き
る
よ
う
適
宜
調

達
し
、
倉
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
ロ
ッ
ト

で
、
使
用
時
期
に
余
裕
を
も
っ
た
調
達

を
す
る
こ
と
で
、
安
定
供
給
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

２
．
未
利
用
資
源
の
活
用

配
合
原
料
の
調
達
の
他
に
も
、
肥
料
の

安
定
供
給
の
維
持
の
た
め
に
未
利
用
資

源
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
に
沿
っ
た
肥
料

の
活
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
肥
料

と
し
て
、
清
掃
工
場
の
溶
融
ス
ラ
グ
を

原
料
と
し
た
ケ
イ
酸
質
肥
料
「
Ｓ
Ｋ
ケ

イ
カ
ル
」
が
肥
料
本
登
録
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
域
資
源
の
積

極
活
用
に
加
え
、
堆
肥
な
ど
を
活
用
し

た
肥
料
の
開
発
・
普
及
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

３
．
次
期
作
支
援
緊
急
対
策

本
会
で
は
、
上
述
し
た
肥
料
情
勢
に

よ
る
肥
料
の
高
騰
に
対
応
す
べ
く
、
次

期
作
支
援
緊
急
対
策
要
領
を
策
定
し
ま

し
た
。
本
要
領
で
は
、
本
会
配
合
肥
料

の
価
格
対
策
を
は
じ
め
、
化
成
肥
料
に

対
し
て
も
各
Ｊ
Ａ
の
取
組
を
支
援
す
る

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
肥
料
の
安

定
供
給
に
加
え
本
県
の
営
農
活
動
を
持

続
す
る
た
め
の
支
援
活
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

Ⅳ
お
わ
り
に

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
肥

料
を
巡
る
情
勢
と
本
会
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
本
会
で
は
、
肥
料

高
騰
に
対
す
る
コ
ス
ト
削
減
に
継
続
し
て

取
り
組
み
つ
つ
、
安
定
し
て
組
合
員
の
皆

さ
ん
へ
肥
料
を
供
給
す
る
こ
と
を
最
優
先

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲肥料倉庫

▲「SKケイカル」肥料本登録を共同記者会見で発表

▲ＳＫケイカルパッケージ

問
い
合
わ
せ
先

・
生
産
資
材
部

肥
料
農
薬
課

電
話
：
０
５
４

−

２
８
４

−

９
７
２
３
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静
岡
い
ち
ご
の
栽
培
技
術
の
研
究
と
振
興

令
和
４
年
度
静
岡
県
い
ち
ご
生
産
者
研
究
大
会

静
岡
県
産
農
産
品
を
P
R

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
と
連
携
し
静
岡
県
フ
ェ
ア
を
開
催

７
月
７
日
、
静
岡
県
野
菜
振
興
協
会
、

静
岡
県
農
協
営
農
技
術
員
会
、
本
会
（
事

務
局
・
野
菜
花
卉
課
）
の
３
者
は
、
静
岡

市
駿
河
区
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
中
ホ
ー
ル
で

「
令
和
４
年
度
静
岡
県
い
ち
ご
生
産
者
研

究
大
会
」
を
開
き
、
静
岡
い
ち
ご
の
生
産

者
と
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
２
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、昨
年
12
月
に
開
催
し
た「
第

32
回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」（
本

誌
２
月
号
に
掲
載
）
の
表
彰
式
を
執
り
行

い
、
上
位
入
賞
者
へ
賞
状
を
授
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
栽
培
技
術
の
研
究
を
目
的
に

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
っ
た
他
、
静
岡
い
ち
ご
の
消
費
宣
伝

事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
肥
料
農
薬
課
の
村
上
薫
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
、
令
和
３
年
度
は
ア

ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
多
か
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
天
敵
資
材
を
使
っ
た
防
除
方
法

特
販
課
は
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
と
連

携
し
６
月
３
日
か
ら
５
日
の
３
日
間
、
県

内
な
ど
の
イ
オ
ン
店
舗
で
「
静
岡
県
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
は
、
静

岡
県
内
の
７
店
舗
と
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、

和
歌
山
の
５
県
の
イ
オ
ン
計
63
店
舗
で
実

施
し
ま
し
た
。
同
課
が
フ
ェ
ア
で
販
売
す

る
農
産
品
の
一
部
と
宣
伝
資
材
の
ポ
ス
タ

ー
な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
旬
の
県
産
野
菜
・
果

実
と
し
て
エ
ダ
マ
メ
、
ト
マ
ト
、
馬
鈴
薯
、

桃
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
浜
松
市
西
区

の
イ
オ
ン
浜
松
志
都
呂
店
で
は
、
売
場
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
県
産
農
産
品
を

販
売
し
た
ほ
か
、
県
内
観
光
情
報
の
Ｐ
Ｒ

や
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
放
映
し
、

利
用
客
に
静
岡
県
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

静
岡
県
フ
ェ
ア
は
昨
年
に
続
き
２
年
目

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
野
菜
花
卉
課
の
渥
美

忠
行
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
３
人
の
生
産
者
と
「
き
ら

ぴ
香
早
期
未
分
化
定
植
本
圃
増
殖
栽
培
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
令
和
３
年
度
に
実

施
し
た
内
容
を
映
像
な
ど
を
交
え
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

へ
の
情
報
提
供
と
し
て
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
機
器「
は
か
る
蔵
」に
つ
い
て
の
講
演
を

行
っ
た
他
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
て
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
よ
る
資
材
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

消
費
宣
伝
事
業
の
報
告
で
は
、
野
菜
花

卉
課
よ
り
、
本
県
出
身
の
タ
レ
ン
ト
・
モ

デ
ル
の
池
田
美
優
（
み
ち
ょ
ぱ
）
さ
ん
を

２
年
連
続
で
起
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
た
他
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
番

組
で
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
や
静
岡
い
ち
ご
娘

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

の
開
催
と
な
り
、
昨
年
の
２
県
計
10
店
舗

で
の
開
催
か
ら
今
年
は
大
幅
に
規
模
を
拡

大
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
㈱
の
和
鹿
正
憲
バ
イ
ヤ
ー
は

「
今
回
の
フ
ェ
ア
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
静

岡
県
産
品
の
認
知
度
が
高
ま
れ
ば
」
と
話

し
ま
し
た
。

同
課
で

は
引
き
続

き
県
産
農

産
品
の
販

売
拡
大
を

推
進
し
て

い
き
ま
す
。

▲品評会の賞状を授与（金賞１席・JAしみず齋藤さん）

▲渥美コンサル（左）と生産者（右）によるパネルディスカッション

▲アザミウマ類の対策について講演する村上コンサル
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金

賞
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

静
岡
市
長
賞

・
杉
山

益
邦
（
静
岡
市
）

銀
賞
１

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
理
事
長
賞

・
杉
本
精
一
郎
（
静
岡
市
）

銀
賞
２

静
岡
県
京
浜
地
区
果
実
流
通
協
議
会
会
長
賞

・
芝
原

俊
晴
（
静
岡
市
）

銀
賞
３

静
岡
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
賞

・
永
嶋

雄
大
（
静
岡
市
）

銅

賞
・
岡
田

和
明
（
静
岡
市
）

・
杉
山

明
義
（
静
岡
市
）

・
杉
浦

辰
男
（
静
岡
市
）

・
青
木
喜
代
美
（
静
岡
市
）

・
杉
山
み
ゆ
き
（
静
岡
市
）

会員JA・JA子会社

ＪＡふじ伊豆 ㈱ジェイエイ・
メモリアルセンター

㈱農協葬祭 JAしみず

㈱JA静岡市
やすらぎセンター

㈱ジェイエイ大井川
葬祭サービス

JAハイナン JA掛川市

JA遠州夢咲 ㈱ジェイエイ遠中
サービス

JAとぴあ浜松 JAみっかび

６
月
20
日
、
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
（
事
務
局
・
生
活
葬
祭
課
）
は
、

静
岡
市
内
で
「
令
和
３
年
度
静
岡
県
農
協

葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
総
会
」
と
「
令
和

４
年
度
第
１
回
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
」
を
開
き
、
会
員
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ

子
会
社
の
担
当
者
ら
24
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
活
動
計
画
の
協
議
や
情
報
交
換
な
ど

に
よ
る
県
下
農
協
葬
祭
事
業
の
活
性
化
と

事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

総
会
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
を
得
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
に
は
令
和
４
年
度
第
１

回
協
議
会
が
開
か
れ
、
各
会
員
か
ら
近
況

と
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
事
項

で
は
、令
和
４
年
度
活
動
計
画
や
県
下
統
一

広
報
活
動
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

品
質
改
善・安
定
生
産
の
た
め
に

第
46
回
静
岡
県
桃
果
実
品
評
会

６
月
16
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
・
柑
橘
果
樹
課
）
と
本
会
は
、

静
岡
市
駿
河
区
の
Ｊ
Ａ
静
岡
市
長
田
支
店

で
、「
第
46
回
静
岡
県
桃
果
実
品
評
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

品
評
会
に
は
Ｊ
Ａ
静
岡
市
と
Ｊ
Ａ
ハ
イ

ナ
ン
か
ら
「
日
川
白
鳳
」「
暁
星
」「
さ

く
ひ
め
」
の
３
品
種
29
点
の
出
品
が
あ
り
、

静
岡
県
や
静
岡
市
の
職
員
と
市
場
担
当
者

ら
計
７
人
の
審
査
員
に
よ
り
、
形
状
や
色

つ
や
な
ど
の
外
観
と
、
食
感
や
味
な
ど
を

試
食
や
糖
度
計
を
使
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
長
を
務
め
た
静
岡
県
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
の
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー
長
は
「
本
年

は
、
比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
生
育
は
良
好
で
、
病
害
虫
の
被
害
は
例

年
と
比
較
し
て
少
な
く
、
出
品
さ
れ
た
も

の
は
高
い
レ
ベ
ル
で
品
質
が
揃
っ
て
い
た
。

形
状
や
色
沢
な
ど
の
外
観
と
肉
質
な
ど
の

内
容
は
全
体
的
に
良
好
で
、
食
味
は
総
じ

て
甘
み
が
強
く
、
平
均
糖
度
は
13
・
2
度

と
昨
年
度
と
比
較
し
て
高
か
っ
た
。
生
産

者
の
方
々
の
ご
努
力
と
優
れ
た
技
術
に
敬

意
を
表
し
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。
上

位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
・
カ

ッ
コ
は
Ｊ
Ａ
名
）。

▲銅賞５点

▲銀賞３点

▲金賞を獲得した杉山益邦さんの桃

▲審査員による審査

競
争
力
の
強
化
を

令
和
３
年
度
静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡

協
議
会
総
会
お
よ
び
令
和
４
年
度
第
１
回

静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会
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静
岡
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
推
進
委
員
会

令
和
３
年
度
総
会
を
開
催

明
日
へ
の
期
待
を
担
う

令
和
４
年
度
新
入
職
員
本
採
用

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

消
費
地
や
市
場
の
動
向
を
現
地
で
研
修

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
会
を
開
催

６
月
24
日
、
静
岡
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
適
正
処
理
推
進
委
員
会
（
事
務
局
・

営
農
資
材
課
）
は
、
県
農
業
会
館
で
令
和

３
年
度
総
会
を
開
き
、
会
員
団
体
の
担
当

者
ら
32
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
委
員
会

は
、
県
・
農
林
事
務
所
、
市
町
、
Ｊ
Ａ
な

ど
が
会
員
を
務
め
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
（
廃
プ
ラ
）
適
正
処
理
の
研
修
や
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
と
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
承
認
を
得
ま
し

た
。総

会
終
了
後
に
は
、
令
和
３
年
度
の
廃

プ
ラ
回
収
実
態
調
査
結
果
や
資
材
情
勢
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
め
ぐ

る
最
近
の

動
向
と
資

源
循
環
」

を
テ
ー
マ

に
名
古
屋

大
学
の
竹

谷
裕
之
名

誉
教
授
を

講
師
に
招

き
講
演
を

行
い
ま
し

た
。

７
月
１
日
、
人
事
教
育
課
は
、
県
農
業

会
館
で
、
同
日
付
で
本
採
用
と
な
っ
た
令

和
４
年
度
の
新
入
職
員
６
人
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
の
中
で
講
話
し
た
加
藤
敦
啓
代
表

理
事
理
事
長
か
ら
は
「
本
会
の
基
本
理
念
、

経
営
指
針
、
行
動
指
針
な
ど
を
理
解
し
行

動
し
て
、
目
標
を
持
っ
て
計
画
的
に
業
務

を
進
め
て
い
く
職
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
新
入
職
員
に
対
し
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

ま
た
、本
会
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

な
ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、
野
菜
花

卉
課
は
、
愛
知
県
の
名
古
屋
中
央
卸
売
市

場
な
ど
で
「
令
和
４
年
度
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
研
修
会
」
を
開
き
、
県
や
Ｊ
Ａ
、
本
会

の
担
当
者
ら
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
消

費
地
で
の
青
果
物
流
通
の
現
場
を
視
察
し

実
務
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
。

研
修
会
で
は
、
現
地
視
察
と
し
て
中
京

地
区
の
仲
卸
業
者
で
あ
る
「
大
協
青
果
」、

「
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ー
ズ
」、「
中
部
グ
ロ
ー

バ
ル
青
果
」、「
芋
銀
フ
ル
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
の
パ
ッ

キ
ン
グ
工
場
な

ど
を
視
察
し
ま

し
た
。
市
場
や

Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら

仕
入
れ
た
青
果

物
や
花
き
を
取

引
先
の
要
望
に

合
わ
せ
て
パ
ッ

キ
ン
グ
し
て
い

る
作
業
現
場
を

見
学
し
、
加
工

場
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
各
社

の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
ま

し
た
。
参
加
者

は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
降
で
の
消
費

動
向
の
変
化
や
産
地
に
求
め
る
こ
と
な
ど

を
質
問
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
座
学
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ
イ
青

果
の
横
山
剛
司
上
席
執
行
役
員
か
ら
会
社

概
要
と
市
場
動
向
に
つ
い
て
、
本
会
野
菜

花
卉
課
の
藤
原
健
裕
課
長
か
ら
本
会
の
青

果
物
販
売
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
会

名
古
屋
事
務
所
の
鈴
木
直
樹
所
長
か
ら
本

会
県
外
事
務
所
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
生
産
現
場
は
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
流
通
に
関
し
て
は
見
る

機
会
が
無
い
の
で
、
今
回
の
研
修
を
通
じ

て
流
通
の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

（後列左から） 大塚 雄太 市川 歩 岡本 康生 藤川 俊朔
くらし支援部

総合エネルギー課
建設部

一級建築士事務所
畜産部

西部畜産センター
西部支所

みかん園芸課

（前列左から） 岩﨑 遥夏 興津 美佑
畜産部　畜産課 生産資材部　肥料農薬課
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▲「伊豆の恵」を味わうバービーさん

７月６日、ＪＡふじ伊豆は、御殿場肥料倉庫建設

工事（御殿場市仁杉）の安全祈願祭を行いました。

神事は、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策

を行い、梶専務をはじめ、御殿場地区関係者などの

出席者により厳粛に執り行われました。

今回の肥料倉庫は、御殿場ライスセンターの敷地

内に新たに建設することになり、建物規模は鉄骨

造平屋建で延床面積559.78㎡を予定しております。

倉庫内はパレットにて肥料を保管し、最大パレット

数183枚が保管可能な大型肥料倉庫として整備をし

ます。

建物の完成は来年１月末の予定です。

設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が

行っています。

富士伊豆農業協同組合

御殿場地区にて農業施設整備

御殿場肥料倉庫建設工事
安全祈願祭

▲建物完成予想図

▲鍬入の儀 ▲梶専務の挨拶

担当　建設部　054-284-9523

「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡）

「ごちそうカントリー」（静岡第一テレビ）

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組「し
ずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛し、
県産米のPRを行っています。
　令和４年度の第３回目（７月16日）の放送では、お笑い芸人のフ
ォーリンラブ・バービーさんが、「伊豆の恵（めぐみ）」を紹介しまし
た。「伊豆の恵」は天城山系の清らかでミネラル豊富な水で育てた特
別栽培米のコシヒカリ。番組では、JAふじ伊豆の生産者とJA職員ら
からのビデオメッセージを紹介し県産米のPRを行いました。
　次回の「しずおかごはんが食べたい！」は、静岡市からオードリー・
春日俊彰さんが紹介予定です。放送予定は８月20日（土）の夕方５
時となりますので、ぜひご覧ください！

　静岡県のJAグループが制作する番組「ごちそうカントリー」（静岡第一テレビ・毎週日
曜日午前11時40分）の８月21日（日）放送では、JAみっかびの「ハウスみかん」と本会
の肥料に関する取組について紹介します。土壌分析に基づいた施肥設計や本会大井川肥料
工場などについて紹介しますので、ぜひご覧ください！

テ レ ビ 番 組 の ご 紹 介
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３ ヤマガキ実生台樹１「静カ台１号」台樹 ２「静カ台２号」台樹

最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

写真１〜３　台木の異なる17年生「前川次郎」の収穫の様子

表１　 収穫時の樹の大きさ

処　理　区 樹　高
㎝

樹　幅
㎝

樹冠占
有面積

㎡

樹容積
㎥台　　木 樹　　形

静カ台２号 主幹形 170 116 1.1 0.74 

ヤマガキ実生 開心自然形 303 294 6.8 6.74 

一
は
じ
め
に

カ
キ
は
高
木
性
の
た
め
、
栽
培
管
理
で

は
高
所
で
の
作
業
を
強
い
ら
れ
、
労
働
生

産
性
が
低
く
、
農
作
業
事
故
の
危
険
が
伴

い
ま
す
。
特
に
近
年
は
、
生
産
者
が
高
齢

化
し
て
お
り
、
高
所
で
の
作
業
負
荷
も
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
わ
い

性
台
木
２
品
種
を
育
成
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、「
静
カ
台
２
号
」
台
主
幹
仕
立
て

と
し
た
樹
に
お
け
る
作
業
の
省
力
効
果
に

つ
い
て
、
実
証
試
験
の
結
果
を
元
に
紹
介

し
ま
す
。

二
カ
キ
わ
い
性
台
木

「
静
カ
台
２
号
」に
つ
い
て

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
が
育
成
し
た
カ
キ

わ
い
性
台
木
品
種「
静
カ
台
２
号
」は
、「
静

カ
台
１
号
」
と
と
も
に
二
〇
一
四
年
三
月

に
品
種
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、「
静
カ
台
１
号
」
は
や
や

わ
い
性
の
台
木
で
、
慣
行
で
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
開
心
自
然
形
に
仕
立
て
る
と
、

や
や
コ
ン
パ
ク
ト
と
な
り
、
多
収
と
省
力

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

従
来
の
栽
培
か
ら
そ
れ
ほ
ど
変
更
を
要

し
な
い
の
で
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
導

入
の
敷
居
が
低
い
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
大
型
機
械
を
積
極
的
に
活
用
し
、

大
規
模
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
栽
培
を
目

指
す
場
合
は
、よ
り
わ
い
化
度
の
強
い「
静

カ
台
２
号
」
台
に
よ
る
わ
い
化
栽
培
が
適

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
写
真
１
～
３
）。

三
直
線
的
な
樹
列
配
置
と

主
幹
形
に
つ
い
て

そ
こ
で
、
リ
ン
ゴ
の
わ
い
化
栽
培
で
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
直
線
的
な
樹
列
を
想

定
し
、
大
型
機
械
導
入
、
人
的
作
業
の
い

ず
れ
に
も
効
率
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
主

幹
形
と
し
た「
静
カ
台
２
号
」台
樹
に
つ
い

て
、
作
業
の
省
力
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

四
各
作
業
に
お
け
る
省
力
効
果

作
業
性
の
比
較
試
験
は
、
複
数
年
実
施

し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
二
〇
二
〇
年

に
実
施
し
た
試
験
結
果
を
元
に
記
載
し
ま

す
。穂

品
種
は
、「
早

秋
」
を
用
い
ま
し

た
。
十
二
年
生
の

「
静
カ
台
２
号
」

台
の
主
幹
形
樹
と
、

対
照
と
し
て
十
三

年
生
の
ヤ
マ
ガ
キ

実
生
台
の
開
心
自

然
形
の
樹
を
用
い
、

摘
ら
い
、
摘
果
、

収
穫
の
三
つ
の
作

業
に
つ
い
て
、
台

木
と
樹
形
に
よ
る

省
力
効
果
を
検
証

し
ま
し
た
。

な
お
、
台
木
と

樹
形
の
異
な
る
そ

カ
キ
わ
い
性
台
木「
静
カ
台
２
号
」

台
主
幹
形
に
よ
る
作
業
の
省
力
効
果

静岡県農林技術研究所
果樹研究センター

果樹加工技術科 主任

荒 木 勇 二

私
が紹介

します

!
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表２
台木・樹形の違いが各管理作業の効率に及ぼす影響（「早秋」2020）

台　木　･　樹　形 摘らい
個/分

摘果
個/分

収穫
kg/分

静カ台２号 主幹形 33.2 10.9 3.8

ヤマガキ実生 開心自然形 17.6 6.6 1.4

削減率％ｚ 47 39 62

ｚ：ヤマガキ実生台開心自然形に対する「静カ台２号」 台主幹形による作業時間削減率

表３
台木と樹形の異なる「早秋」樹の各作業における脚立を用いた作業の時間比率（2020）

台　木　･　樹　形
樹高

　cm

樹幅

　cm

摘らい 摘果 収穫

脚立作業時間
比率ｚ％

脚立作業
時間比率％

脚立作業
時間比率％

静カ台２号 主幹仕立て 170 116 0 0 0 

ヤマガキ実生 開心自然形 303 294 36.2 34.3 21.0 

ｚ：全作業に対する脚立を用いた時間の比率

「静カ台２号」台「早秋」

写真４〜５　収穫時の供試樹の大きさの違い

ヤマガキ実生台「早秋」

れ
ぞ
れ
の
樹
の
二
〇
二
〇
年
収
穫
時
に
お

け
る
樹
の
大
き
さ
は
、
表
１
及
び
写
真
４

～
５
の
と
お
り
で
す
。

表
２
は
、
摘
ら
い
、
摘
果
、
収
穫
の
各

作
業
の
効
率
を
表
し
た
も
の
で
す
。

摘
ら
い
、
摘
果
、
収
穫
の
各
作
業
効
率

は
、
一
分
あ
た
り
何
個
の
蕾
ま
た
は
果
実

を
摘
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
か
、
あ
る
い

は
何
㎏
の
果
実
を
収
穫
で
き
た
か
と
い
う

こ
と
で
、
対
照
の
ヤ
マ
ガ
キ
実
生
台
開
心

自
然
形
樹
と
の
比
較
に
よ
り
、「
静
カ
台

２
号
」
台
主
幹
形
樹
に
お
け
る
労
働
時
間

の
削
減
率
を
算
出
し
て
い
ま
す
（
表
２
）。

こ
の
よ
う
に
、「
静
カ
台
２
号
」
台
の

主
幹
形
で
は
、
三
九
～
六
二
％
の
省
力
化

に
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

こ
れ
は
、「
静
カ
台
２
号
」
台
主
幹
仕

立
て
樹
で
は
、
樹
高
が
低
い
た
め
脚
立
の

使
用
が
無
く
な
り
（
表
３
）、
樹
幅
も
狭

い
こ
と
か
ら
、
作
業
動
線
が
短
く
単
純
化

さ
れ
た
こ
と
が
効
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

脚
立
の
利
用
（
写
真
３
）
が
無
く
な
る

こ
と
は
、
軽
労
化
と
と
も
に
作
業
の
安
全

性
が
高
ま
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
、
せ
ん
定
作
業
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
静
カ
台

２
号
」
台
主
幹
形
樹
は
、
の
こ
ぎ
り
の
使

用
率
が
減
り
ま
し
た
。

ま
た
、
果
実
の
品
質
面
に
つ
い
て
は
ヤ

マ
ガ
キ
実
生
台
樹
と
比
較
し
て
、
特
に
差

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た（
デ
ー
タ
省
略
）。

な
お
、
こ
の
省
力
化
の
試
験
は
、
生
研

支
援
セ
ン
タ
ー
「
革
新
的
技
術
開
発
・
緊

急
展
開
事
業
（
う
ち
人
工
知
能
未
来
農
業

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
支
援
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。

（
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
名
：
静
岡
県
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ふ
じ
の
く
に
）：
産
業
・

雇
用
：
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
：
新
し
い
技

術
：
令
和
３
年
度
：
カ
キ
「
早
秋
」
の
樹

形
と
わ
い
性
台
の
利
用
に
よ
る
栽
培
管
理

作
業
の
省
力
化
）

https://w
w

w
.kajuken-shizuoka.jp/sj/

r03kaju-2.pdf

連
絡
先

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
果
樹
加
工
技
術
科

℡
０
５
４

−

３
７
６

−

６
１
５
５

M
ail

：kaju-kenkyu@
pref.shizuoka.lg.jp
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経済連肥薬通信８月号
経済連コンサルタントによる技術
情報

茶園からみかん園への転換事例や栽
培暦、柑橘誌の紹介を掲載していま
す。

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の
概況を掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー
（手順）を掲載しています。分析の
際はコチラから！

県内
JA限定

生
産･

事
業
推
進
に

　
　
役
立
つ
情
報
が
満
載
!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

柑橘果樹情報

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

検索しずおか手しお屋

担当：営業部 流通開発課
（TEL:054-284-9728）

※販売価格や販売時期は変更する場合があります。
◀ご紹介した商品以外にもJAふじ伊豆の農畜産

物を販売中！

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！

なんすん地区
沼津市産２品種枝豆食べ比べセット

三島函南地区
箱根西麓牛（肩ロース）

伊豆太陽地区
ニューサマーオレンジドリンク

伊豆の国地区
umamiトマト（化粧箱入り）

【商品紹介】
JAふじ伊豆なんすん枝豆部会は、前身の
組織から40～50年生産を続けてきた枝
豆集団。富士山の南に面した愛鷹山麗特
有の栄養豊かな黒ボク土で、地元を中心
に新鮮な枝豆を生産・出荷しています。
すっきりとした甘みが強い白毛系と香り
高くコクのある味わいの茶豆風味の食べ
比べセットです。

【商品紹介】
箱根西麓の豊かな自然の中で、生産者が食味に
こだわり・丹精込めて育てる希少な牛肉。箱根山
麓の良質な湧き水で育ち、出荷３か月前からエ
サにもち米や米ぬかなどの穀類を与えることで赤
み肉は柔らかく、脂身はうま味成分を多く含みます。

【商品紹介】
JAふじ伊豆伊豆太陽地区の初夏を告げ
る伊豆の柑橘・ニューサマーオレンジ
のドリンク。 酸味
と甘みに、ほんの
りとした苦味が絶
妙。ゴクゴクと飲
めるさっぱりドリン
クです！

【商品紹介】
味を追求し土と肥料にこだわり、トマ
トの旨みがぎゅっと凝縮されたミニト
マトです。そのまま食べてももちろん
美味しいですが、加熱してもしっかり
と食感が残り美味しくいただけます♪

令和４年４月に県東部地区の８JAが合併し「JAふじ伊豆」が誕生しました！
JAふじ伊豆の各地区の農産物を今号と次号の２回に分けてご紹介します。JAふじ伊豆特集

規格：1kg（250g×4袋）
販売価格：2,980円
� （送料・税込、クール代別途）

規格：肩ロース400g
販売価格：5,400円（送料・税込、クール代別途）

規格：化粧箱入り（200g×4）
販売価格：3,500円（送料・税込）

規格：
180ml×10本
販売価格：
2,800円
（送料・税込） ▲ニューサマーオレンジ
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JAや取引先の皆様に推進などでおじゃまさせて
いただいている本会職員を紹介します。

職員紹介職員紹介職員紹介職員紹介

畜産部　西部
畜産センター

岡
おか

本
もと 康

こう

生
せい

趣味・特技
　これといったものはありませんが、海辺でキャンプしてみた
り、パソコンをいじってみたりとなんとなく思いついたことを
しています。

担当業務
　西部地区の果樹に関する業務を行っています。現場での生育
調査から会議への参加など、幅広く多くのことを経験させても
らっています。

コメント
　静岡県で果樹というと、やはりみかんです。生産量が山あり
谷ありと動くこの果実は面白いです。徳島県の田舎出身ですが
野生児ではないので、自然の中の仕事に慣れてゆきたいです。
文化・生活に関しては慣れてきているなと思います。まだまだ
明確な目標は立っていませんが、頑張って行きたいです。

趣味・特技
最近の趣味は釣りをすることです。
もともと興味があり、社会人になって友人に誘われて始めまし
た。まだ大物を釣り上げたことがないので、早く釣り上げてみ
たいです。

担当業務
飼料の推進担当をしています。飼料価格改定時の価格表作成や
情勢連絡を主に行っています。また他にも子牛市場の対応や肉
用牛の牛舎内作業など飼料業務以外にも様々な業務を体験させ
てもらっています。

コメント
まだまだ実力不足ですが、素直さと向上心を忘れず“昨日の自
分より成長できた”と思えるように日々の業務に取り組んでい
きたいと思います。

西部支所　み
かん園芸課

藤
ふじ

川
かわ 俊

しゅん

朔
さく
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JA
静
岡
経
済
連

担当：くらし支援部　総合エネルギー課（TEL：054-284-9529）

毎
月

1
回
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